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私はイエス様を信じない家庭で生まれ豊かではないで

すが 8兄弟の末子で愛を受けながら育ちました。成人

になって 1987年に知り合いの方の紹介で今の旦那に

出会い結婚しました。夫の実家はイエス様を信じる篤

実なクリスチャンの家庭でした。それで私も自然に恵

みと真理教会に通い神様を信じる信仰生活を始めまし

た。感謝することは神様はこの世の何よりも尊くて大

事な信仰をくださいまいした。次の年に子供を妊娠し

て胎教で詩篇と箴言を読み黙想し神様に賢くて健康な

子供をくださるように祈ると私の願のとおり神様はき

れいな娘をくださいました。続いて息子もプレゼント

として与えてくださいました。 

何も問題なく育った息子が 3歳の時に酷い風邪を引い

て水を飲んでも吐き出してさらに血尿をし脱水症状も

起こしてすぐ入院しなければならなかったです。知り

合いを通して病院を予約して旦那と私は息子の病気が

治るようにすべての礼拝で熱心に神癒の恵みの祈りを

し区域長達と共に切に神様に祈りました。驚くことは

息子の病気は早く回復されていつ痛かったのか知らな

いくらい健康になりました。病院予約を取り消して外

の治療を受けなくて神様が治療してくださいました。

ハレルヤ！子供達が病気にかからないように病院に行

かなくて健康に育った事も神様の恵みです。 

 私の旦那は良い信仰者です。毎日 5時に起きてまず

聖書を読み黙想して祈ってから朝ごはんを食べます。

旦那に大きい恵みを与えて下さり就職が難しい時期に

も会社を退職してすぐ同じ会社の海外支社に再就職し

て続けて仕事をするように道を開いてくださいました。

引退して休む歳にも関わらず続けて職場に通い活発に

活動する事ができることを見ると私が考えても神様が

与える奇跡です。神様は旦那を愛し万時が益となるよ

うに助け摂理なさるのです。 

神様に感謝する事は私の信仰以上に子供達に幼い頃か

ら神様の御言葉を聴き祈り賛美する生活をするように

してくださいました。中学校に入って熱心に聖書を読

んだ娘は神様の助けで奨学金をもらい神様がくださっ

たビジョンと夢を成し遂げるように今日も博士課程で

勉強しています。 

大学生の息子も教会学校の幼年部で教師として熱心に

部署と子供達を仕えています。この前はスワン聖殿か

らアンヤン聖殿まで行き一年間近く青年奉仕宣教会の

宣教学校を通い頑張って訓練を受けて日本宣教に行っ

て福音伝道のため奉仕しながら息子の信仰が大きくな

り成長しました。神様に感謝して栄光を捧げます。 

私も神様を仰ぎ愛し委ねる信仰生活を始めた以後様々

な神癒祝福もたくさん受けました。例えば何年前、目

蓋にけいれんがたまにありたまに目が痛くて苦労した

事がありましたが礼拝に参席して神癒と祝福祈りの時

間に目に手を当てて切に祈ると目がきれいに治った恵

みを体験しました。それだけでなく私と家族のすべて

の生活と健康に至るまで守ってくださる神様に真の感

謝を捧げます。 

振り替えてみると神様を信じ仕える家庭で嫁に行ける

ことから神様が与えてくださった恵みと愛は数えられ

ません。特に様々な事が多かった 2014年信仰を守り

御言葉と聖霊で充満になるように勝利を与えてくださ

った神様に感謝します。考えると私の家庭は本当に神

様の恵みと愛をたくさん受けた家庭です。神様の恵み

と愛にいつも感謝する心で新しい一年をすべての家族

が熱心に最善を尽くして職分を担えます。神様を信じ

仕える家庭に与えて下さる神様の恵みと愛を人々に熱

心に福音を伝えることに力を尽くします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを

仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前にお

かれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架

を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである.(ヘ

ブライ人への手紙 12:1~2) 

 

 

世の中には多くの宗教があっていろんな信仰があるが、

救援に至るようにしている信念は一つしかありません。 

イエスによっているこの信頼を持つためには'信頼の

根源であり完成者である'、イエス様を注目しなけれ

ばなりません。 聖書に啓示されたままの、イエス様

を注目する人はイエス様によっている幸福な信頼を持

つようになり、その信頼の完成を見ることになります。  

先に、我々が注目するイエス様について説明します。 

第一に、十字架を負った、イエス様を眺めてください。 

僕たちの罪と呪いや疾病を贖罪するために十字架を背

負られなかったイエス様を眺めながら心を開いた者に

イエス・キリストによっている信念が取り組むように

なります。 拘束の信頼ができて、天国に対する信頼

ができます。 第二に、墓場で復活したイエス様を眺

めてください。 復活したイエス様を眺めるような人

には将来、経験することになる復活に対する信頼がそ

の心霊に陣取ることになります。 そして、現実に直

面した問題が墓のように重く陰鬱も落胆せずに、老い

と死を過度に嫌悪したり、憚らないです。  

第三に、神様の補佐郵便にいたイエス様を眺めてくだ

さい。 復活して昇天して神様の補佐郵便に座ったイ

エス様を見ると、驚くべき慰労と激励を得るようにな

ります。 死んでいきながらも神様の補佐郵便にいた

イエス様を眺めたステパノに主の大きかった慰労と力

が取り組みました。 第四に、再臨する、イエス様を

眺めてください。 再臨する、イエス様を注目すると

聖なる行いと敬けんさにその日を思慕しながら生きよ

うになります。 イエス様が私を神様の統治に参加す

るようにする栄光を考えるようになってその日に対す

る期待感で充満することになります。  

次は、イエス・キリストに注目するので、神霊な信念

を持つようになった人はその時から信頼のレースをす

ることになるという事実をご覧ください。 レースで

落伍せず、最終の目標地点まで走るためには、重いも

のを捨てなければならないとします。 縛られること

を処理しなければなりません。 

 

第一に、我執を捨てなければなりません。 教会は、

多様な階層の人たちと多様な性格の人が集まる所なの

で不便、不快なケースが生まれます。 このようなこ

とによって自分の角張った部分が壊れて見直される可

能性もあるが、我執が強い人は右往左往したり、そう

でなければ対人忌避症に陥ることになります。 我執

を取り除く最善の方法は万事を神様中心に考えて行う、

教会中心に考えて決定することです。  

 

第二に、執着を感じさせなければなりません。 世の

中の地位と名誉と権勢と財物に執着して執着すれば、

それらは私たちの信頼の競走に重荷となって縛られる

ことになります。 信仰生活の前進を困難にさせて障

害があればそれは捨てなければならない執着に属しま

す。 

 

第三に、世の中の懸念や心配を神様にお任せと感じさ

せなければなりません。 "何事も思い煩ってはならな

い。ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささ

げ、あなたがたの求めるところを神に申し上げるがよ

い。  

7そうすれば、人知ではとうてい測り知ることのでき

ない神の平安が、あなたがたの心と思いとを、キリス

ト・イエスにあって守るであろう。(フィリピの信徒

への手紙 4:6、7)と言った言葉を実践してください。 

 

第四に、書き、書いた記憶を感じさせなければなりま

せん。 失敗した経験、無念なこと、恥をかいたこと

はこれをイエス様に申し上げて、許しと治療を深く受

け入れるようにしなければなりません。 第五、怨望

して文句の癖を感じさせなければなりません。 イス

ラエルの民の恨みと文句は広野の行進を広野の彷徨に

なりました。  

 

最後に、"忍耐で私たちの前にやられたレースを競走

すると、"という言葉をご覧ください。  

忍耐し、競走するために、我々が心に置いて考えなけ

ればならないのは"イエス様はその前にありの楽しみ

のために十字架を耐えて恥ずかしさに気を止めないと

した後、神様の補佐郵便に座った。"という言葉です。 

その前にありの楽しみという復活し、神補の佐郵便に

座ることだけでなく、多くの罪人が、救援を得ること

になることを意味します。 私たちも信頼の競走をし

た後に享受するようになる楽しみを思いながら辛抱し

て競走しなければなりません。  

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧場、清

い川’本の語り中」 

 

[証]      神様が私の家庭にともになって大きい恵みと愛を与えて 

下さり感謝します。 

[信仰コラム]        イエス様を眺めながら信頼の競走をしましょう 
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信仰生活を始めれば‘試験’という用語をたく

さ ん 聞 く よ う に な っ て 使 う よ う に な り ま す . 

“私たちを試験に陥らないでただ悪から求めて

ください .” とイエス様が教えた祈祷文を数え

きれなく暗誦するからもっとそうです . 聖徒に

は試験に陥らないことが加えることができなく

重大な事です . 聖書には試験を勝った人に関す

る記録はあるが試験を免除を受けた人に関する

記録はないです . 神様は私たちが試験にあう時

手伝ってくれるが試験を兔除してくださらない

です . イエス様も試験にあいました . サタンか

ら試験にあったし人々に試験にあいました . し

かし試験に陥らなかったです . 私たちも試験に

陥る事があってはいけないです . “私は試験に

あっても試験に陥らないです . その秘訣があり

ます .” と言えなければなりません . 

今日は試験の種類と試験を勝つ秘訣に対して調

べます . 

 

 

先に、試験の種類に対してよく見ます. 
 

さまざまな試験があります . 苦難という試験が

あります . 逼迫という試験があります . 誘惑と

いう試験があります . 障害と困難という試験が

あります . 犠牲という試験があります . 神様の

試験があってサタンの試験があります . 使徒ヤ

コブは言うのを  “だれでも誘惑に会う場合、

「この誘惑は、神からきたものだ」と言っては

ならない。神は悪の誘惑に陥るようなかたでは

なく、また自ら進んで人を誘惑することもなさ

らない。” (ヤコブの手紙 ,1:13)としました . 

これは神様が悪い意図で人を試さないという意

味です . 神様は善良な意図にだけ聖徒たちを試

します . 

神様がイジプトから導き出したイスラエル子孫

を荒野の道で試した理由を説明したその言葉が

申命記に記録されています . “あなたの神、主

がこの四十年の間、荒野であなたを導かれたそ

のすべての道を覚えなければならない。それは

あなたを苦しめて、あなたを試み、あなたの心

のうちを知り、あなたがその命令を守るか、ど

うかを知るためであった。それで主はあなたを

苦しめ、あなたを飢えさせ、あなたも知らず、

あなたの先祖たちも知らなかったマナをもって、

あなたを養われた。人はパンだけでは生きず、

人は主の口から出るすべてのことばによって生

きることをあなたに知らせるためであった。”

(申命記  8:2,3).  

第一 , 心を低めるためです .  

第二 , 神様の命令を守るのか守らないかどうか

を分かるためなことです .  

第三 , 人がパンだけで生きるのではないでエホ

バの口から出るすべての言葉で生きるのが分か

るようにするためです . 神様が試すまた他の理

由は私たちの信仰で不純物をとり除いて完全に

させるためからです . 詩編に記録されるのを 

“神よ、あなたはわれらを試み、しろがねを練

る よ う に 、 わ れ ら を 練 ら れ た 。 ” ( 詩 篇 , 

66:10)と言いました . 

神様が試す理由がまたあります . 信仰を検証し

て賞をくださろうと試みます . その代表的な例

が神様がアブラハムを試した事件です .  

 

 

 

 

 

 

 

 

ある日神様がアブラハムを呼んで独り子イサク

を燔祭で差し上げなさいと言いました . アブラ

ハムは神様の指示どおり祭壇を積んでその上に

木団をおいた後イサクを縛り上げて祭壇木の上

に上げました . アブラハムが手を突き出して刀

を取って彼の息子を殺そうと思う時神様がアブ

ラハムの行動を中断させました . あの時アブラ

ハムは角が茂みにかかった雄羊一匹があること

を見ました . アブラハムはその雄羊を捕って燔

祭で差し上げました . 神様がアブラハムの従順

と信仰を確認して見ようとする意図にアブラハ

ムを試したのです . アブラハムは試験に合格し

てその信仰を認められるようになったし大きい

福を受けました . 

しかしサタンは悪い意図だけ人を試みます . サ

タンは信者たちを試して信仰生活が沈滞に陷る

ようにして世俗に染まるようにして異端に引か

れて行くようにします . サタンは逼迫と患難と

いう手段を通じて信者たちを試験に陷るように

します . サタンは誘惑という手段を通じて信者

たちを試験に陷るようにします . サタンは教会

で対人関係が青臭くて性格が円満ではない人々

によって傷つく信者たちを試験に陷るように衝

動します . こんな事で試験に陥る人は奉仕活動

をやめます . 礼拜時間に説教を聞いても感動を

受けることができないです . 教会出席をなおざ

りにしている途中ついにやめてしまいます . サ

タンは教会に出ようと決心する人や , まだ生ま

れかわらなかったが教会に通っている人が聖職

者あるいは教人たちに関する良くないことを見

て聞くようにしてイエス様を信じようと考えを

捨てるようにして教会を離れようにします . 

 

次は、さまざまな試験に対処するさま
ざまな方法をよく見ます. 
 

第一は、イエス様だけ眺めなければな
りません. 
ナザレイエス様が私のために何をしたのかを分

かろうとしないで , イエス様を信 

じる人々がどんなに処身しているのか , どんな

に私を待偶するのかを察してばかりする人は易

しく試験に陥り . 真のクリスチャンになろうと

すれば必ず人々を眺める目を向けてイエス様の

みを仰望しなければなりません . そしてイエス

様が自分をあがないしてくださったその愛と恵

みに感激して泣いて笑って世の中で捜すことが

できない歓喜と喜悦を味わわなければなりませ

ん . そして主の内で約束された今世と来世にか

ける形言することができない福と企業を悟って

幸福感を感じなければなりません . 

 
二番目は、忍耐しなければなりません. 
 ヤコブの手紙  5 章 11 節に  “忍び抜いた人た

ちはさいわいであると、わたしたちは思う。あ

なたがたは、ヨブの忍耐のことを聞いている。

また、主が彼になさったことの結末を見て、主

がいかに慈愛とあわれみとに富んだかたである

かが、わかるはずである。”  と言いました .  

ヤコブの手紙  1 章  12 節には  “試錬を耐え忍

ぶ人は、さいわいである。それを忍びとおした

なら、神を愛する者たちに約束されたいのちの

冠を受けるであろう。”と  言いました . 

 
三番目は、嬉しく思わなければなりま
せん. 
 ヤ コ ブ の 手 紙 に こ ん な に 記 録 さ れ ま し た . 

“わたしの兄弟たちよ。あなたがたが、いろい

ろな試錬に会った場合、それをむしろ非常に喜

ばしいことと思いなさい。あなたがたの知って

いるとおり、信仰がためされることによって、

忍耐が生み出されるからである。だから、なん

ら欠点のない、完全な、でき上がった人となる

ように、その忍耐力を十分に働かせるがよい。”

( ヤコブの手紙  1:2～ 4) 

 
 

 
 
 
 
 
四番目は、祈らなければなりません. 
イエス様は弟子たちに  “わたしたちを試みに

会わせないで、悪しき者からお救いください。”

(マタイによる福音書 , 6:13)という祈祷文を教

えてくれました . 

 
五番目は、貪欲を捨てなければなりま
せん. 
“富むことを願い求める者は、誘惑と、わなと

に陥り、また、人を滅びと破壊とに沈ませる、

無分別な恐ろしいさまざまの情欲に陥るのであ

る。金銭を愛することは、すべての悪の根であ

る。ある人々は欲ばって金銭を求めたため、信

仰から迷い出て、多くの苦痛をもって自分自身

を刺しとおした。” (テモテヘの第一の手紙 , 

6:9,10) しました . 貪欲を持ってお金を愛する

ことがすべての悪の根である , お金を慕う者等

が惑いを受けると言いました . 

 
六番目は、試すサタンを言葉で対敵し
て退けなければなりません. 
ヤコブの手紙 , 4 章 7 節に  “そういうわけだ

から、神に従いなさい。そして、悪魔に立ちむ

かいなさい。そうすれば、彼はあなたがたから

逃げ去るであろう。”しました . 

 
七番目は、神様仕える事を生の最高の
目標と目的にしなければなりません. 
盛んだとか衰えようが , 興ろうが亡びようが , 

生きるが死のうがただ神様仕える事だけが生の

目的な人 , どんな場合に置かれても神様を仕え

る姿勢に変わりがない人に近付く試験は害をか

けることができずに返って神様の光栄を現わす

材料になってしまいます . 

 
八番目は、試験を耐えて勝つので得る
ようになる有益を思わなければなりま
せん. 
試験は私たちの信仰を純粋にさせる役目をしま

す . 試験は信仰の根を深く付くようにする役目

をします . 試験は信仰の真実性の可否を現われ

るようにする役目をします . 試験は神様の権能

と愛をもっと深くてふんだんに経験するように

する役目をします . 私たちが試験にあう時思い

出す言葉があります . “そのことを思って、今

しばらくのあいだは、さまざまな試錬で悩まね

ばならないかも知れないが、あなたがたは大い

に喜んでいる。こうして、あなたがたの信仰は

ためされて、火で精錬されても朽ちる外はない

金よりもはるかに尊いことが明らかにされ、イ

エス・キリストの現れるとき、さんびと栄光と

ほまれとに変るであろう。”(ペテロの第一の

手紙 ,1:6,7).  

“愛する者たちよ。あなたがたを試みるために

降りかかって来る火のような試錬を、何か思い

がけないことが起ったかのように驚きあやしむ

ことなく、むしろ、キリストの苦しみにあずか

ればあずかるほど、喜ぶがよい。それは、キリ

ストの栄光が現れる際に、よろこびにあふれる

た め で あ る 。 ” ( ペ テ ロ の 第 一 の 手 紙 , 

4 :12,13). 必ず思い出す言葉がまたあります . 

“あなたがたの会った試錬で、世の常でないも

のはない。神は真実である。あなたがたを耐え

られないような試錬に会わせることはないばか

りか、試錬と同時に、それに耐えられるように、

のがれる道も備えて下さるのである。”(コリ

ント人への第一の手紙 , 10:13). “主ご自身、

試錬を受けて苦しまれたからこそ、試錬の中に

ある者たちを助けることができるのである。”

(ヘブル人への手紙 , 2:18) 

 

愛する皆さんは試験にあう時さびしくないです . 

試験にあう時に助ける神様を眺めてください . 

助けを求めてください . 皆さんは皆  “私は試

験に陥らないです .” といつも言えるように願

いします . 
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私は試験に陥らないです 


